
不戦ネットのこれまでと今 
 

2014年 12月は、2015年の敗戦７０年＝戦後７０年を前にして、不戦ネットの活動開始２０年に当た

り、運動の再点検が必要となりました。 

課題がなければ解散、あればもう１年やり続けるということで歩んできた２０年です。３０代が５０代

に、４０代が６０代に変わりました。課題は山積みです。ならばやり続けるしかありません。 

呼びかけに応じ、一緒に活動し、協力してくれた皆様ととともに課題を検討し、新たなる飛躍を一緒に

追求していきたいと思います。代表は、水田代表の次を受け継ぐにふさわしい人として、飯島滋明さんに

お願いしました。総会に出されたネットのこれまでの取り組みと今の文章を掲載します。 

 

 

 

 

１９９４年～１９９７年 

（「95年問題」、沖縄を想う会） 

 １９９４年６月に発足した村山首相の自社政権時

代の１９９４年１２月に不戦へのネットワークは活

動を開始します。その直後の１９９５年、１月１７

日阪神大震災、３月２０日地下鉄オウムサリン事件、

そして９月３日沖縄少女暴行事件、１２月８日プル

トニウム原発のナトリウム爆発事件。これらの事件

は、２０年後の今に直接関係しています。９５年問

題とは、敗戦から５０年、積み残しになってきた戦

争責任問題と戦後補償問題の解決の年にすること、

カンボジアＰＫＯ等をテコにした海外派兵の動きを

止めることに集約されました。 

 毎月の連続講座を続ける中で、９月３日の少女暴

行事件に対する沖縄の動き、８万人が集まった１０．

２１県民集会。私たちは「沖縄問題」の仕切り直し

として沖縄県人会やキリスト教の人々とともに「沖

縄を想う会」を作り、翌１月１４日の白川公園の集

会で「１万人集会」の実現に集中しました。ここで

の経緯がその後の不戦ネットの自信と確信の原点と

なりました。 

 「戦争責任と戦後補償」の問題意識は、「旧日本軍

による細菌戦の実相を明らかにする会」、ノーモア南

京名古屋の会とともに、南京大虐殺６０ヵ年に作っ

た「南京メモリアルソサエティ」などの活動につな

がっていきました。９８年から「平和のための戦争

展」に参加を開始し、これは現在１６年目になりま

す。 

 

 

１９９７年～２０００年 

（反戦平和運動、地域でできる戦争非協力） 

  

 

 

９７年に日米防衛協力のための指針が改定され（日

米新ガイドライン）、朝鮮半島に対する日米軍事協力

の強化が進みます。有事法としての「周辺事態法」

の準備に対し、不戦ネットは反戦平和団体としてネ

ットワーキングを開始します。今につながる不戦ネ

ットの成立と言えます。 

 学習会を積み重ね、他団体への呼びかけ、集会デ

モへつなげていくという不戦ネットの活動のスタイ

ルとなりました。周辺事態法成立後、私たちは「地

域でできる戦争非協力」のスローガンで、改めて小

牧基地、守山第１０師団、春日井の施設部隊、県下

の各軍需産業に注目し、申し入れ行動を繰り返しま

した。この活動がやがて９・１１以降の活動に役立

つことになります。 

 人々の安保防衛問題への関心が低下するに比例し

て、私たちには必ず「引き続きの課題がある」こと

を確認し、協力し支援をしてくれる人々がいること

でもう一年続けるという結論が今まで続いてきまし

た。 

 

２０００年～２００９年 

（ピ－スアクション） 

 ２０００年の沖縄サミットに反対する共同集会で

初めてピースアクションの名前を付けました。東海

民衆センターの中心メンバーのふたりが、ネットの

事務所を訪問してくれて、サミット反対の共同行動

をやろうと呼びかけ、私たちは即座に賛意を表明し

ました。この共同行動がピースアクション運動とし

て９．１１以降につながっていきます。 

 ２００１年９月１１日のアメリカへのテロに対す

るアメリカによる戦争準備に対して、私たちはいく

つかのグループや個人の集まりの中で「テロも戦争
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も反対ピースアクション」を結成します。ブッシュ

政権を支持する小泉首相は、素早くテロ対策特措法

を作り、インド洋での給油活動に海上自衛隊を派兵

しました。ピースアクションの活動は、９月の下旬

から始まり、休みなく毎週続け、この街宣活動は１

２月まで持続しました。 

 翌年、小泉政権による有事法制作りに対応するた

めに「有事法制反対ピースアクション」と名前を変

え、関心はアメリアのイラク攻撃へと集中します。

３月２０日、攻撃開始の前後６週間にわたって毎週

集会とデモを続けました。新聞にはカラー写真でレ

インボーフラッグのデモが記事になり、中日新聞は

私たちの宣伝紙になってくれているとの声もありま

した。ブッシュ政権は一ヶ月で勝利宣言をし、それ

が敗北への第一歩になるとは誰も予想だにしません

でした。 

 小泉政権は、ブッシュへの軍事協力を「イラク特

措法」として成立させ、航空自衛隊と陸上自衛隊の

イラク派兵を強行します。小牧基地正門前での抗議

行動や人間の鎖行動、守山第１０師団の派兵期日が

迫るとピースアクションはまた基地周辺での街宣を

繰り返し、派兵期日の２月５日に合わせて、正門前

での２週間にわたる座り込み行動に入りました。宿

営地サマワにはロケット弾が打ち込まれ、「戦地へ行

くな」という私たちの声は切実でした。 

 陸上自衛隊の撤退によって、輸送機Ｃ１３０を持

つ小牧基地が唯一の派兵拠点となり、繰り返しの申

し入れ行動や人間の鎖行動などで反対の意思を隊員

に伝えました。 

不戦ネットのメンバーも事務局として加わった

「自衛隊イラク派兵差し止め訴訟」は、２００８年

４月１７日、名古屋高裁で、航空自衛隊のイラクで

の活動は憲法違反という判決を勝ち取りました。イ

ラク反戦の締めくくりの集会は、白川公園で「攻撃

６周年集会」として、ピースアクションと名古屋Ｙ

ＷＣＡ、自衛隊イラク派兵差し止め訴訟の会の共催

で行いました。イラク反戦行動の終了とともに、ピ

ースアクションは事実上の解散となりました。 

 海外派兵としては、「海賊対処法」により、今もジ

ブチには海上自衛隊のＰ３Ｃ対潜哨戒機と、護衛艦

２隻が活動し、南スーダンでは約５００人の陸上自

衛隊隊員がＰＫＯ部隊として派兵されています。 

 

 

２０１０年～現在 

（日韓連帯、沖縄、反原発、改憲問題） 

 この年から「金曜シネマ」をはじめました。日米

安保 50年ということでいろいろ企画を組み、やは

り沖縄の問題も中心課題でした。2011年３月、東

日本大震災と福島原発事故を受けて「未来につなが

る・東海ネット」に参加し、反核という立場で関わ

っています。 

 

日韓連帯 

  1910年にいわゆる「韓国併合条約」を強要し、

朝鮮半島を植民地支配した「韓国併合」から 100

年に当たる 2010年、「良心と誠意をもって韓国

朝鮮民衆と向きあい、真の友好と和解、平和的な

関係構築の年にしたい」との思いで「韓国併合１

００年」東海行動の結成に参加し、集会やフィー

ルドワーク、映画会など企画しました。 

  当初１年で解散のつもりでしたが、３月（３．

１独立記念日）と９月（日朝平壌宣言）の２回は

最低企画をするということで現在も継続していま

す。 

そして、来年は日韓条約の締結から５０年です。

１５年に及ぶ交渉の末締結されたこの条約は当初

から多くの問題を含んでいると指摘されていまし

た。日本と韓国の歴史的な問題と今を規定するこ

の問題を中心に取り組んでいく予定です。 

 

沖縄 

  沖縄の問題は不戦ネットの一貫した課題です。

2006 年に辺野古でのＴさんの逮捕をきっかけ

に、緊急の抗議行動を呼びかけその延長で辺野古

の新基地建設反対と普天間基地撤去を課題に愛知

の地で活動するグループがゆるやかにつながって

いこうと言うことになり、紆余曲折を経ながらも

現在の「あいち沖縄会議」につながっています。 

今年１１月１６日の沖縄知事選の勝利は、名護

市長選挙に続く沖縄民衆の闘いの大きな一歩です。

何としても新基地建設を断念させることが必要で

す。キャンプシュワブゲート前の座り込みと車両

の搬入・搬出に対する阻止行動は続いています。

毎朝８時から６０ｍのテントを設営し、ゲート前

行動が終われば完全に解体する。この二つの作業

だけでも大変ですが、沖縄の民衆はこれをもう何

ヶ月も持続しています。地元の人々と全国からの

人々の協力作業です。不戦ネットの中心軸の一つ

はやはり沖縄です。 



20年の特集号で各地・各団体からのメッセー

ジをいただきましたが、韓統連（在日韓国民

主統一連合）愛知本部からのメッセージを掲

載できませんでしたので、今号で掲載します。

在日韓国民主統一連合 

 

改憲状況 

  そして、2012年 12月に成立した第２時安倍

政権のもとで、「改憲」の動きが加速される中、改

憲問題は現在中心課題になっています。第２次安

倍政権は、改憲への積極的な動きを見せています。

2012年４月に出された自民党の改憲草案は、現

憲法の中心である、平和主義、国民主権、基本的

人権を破棄し、立憲主義を否定する内容です。当

初憲法改正の手続き法である９６条改憲を目指し

それが頓挫すると、立法改憲（国家安全保障基本

法）や閣議決定での憲法解釈の変更を目指しまし

た。同時に、武器輸出禁止を解禁し、秘密保護法

の制定など、「戦争ができる国家」づくりに邁進し

ています。 

  今年７月1日の集団的自衛権行使容認の閣議決

定、来年５月と予想される 10月の新ガイドライ

ン中間報告に基づく新ガイドラインの改悪、それ

を受けての有事諸法制の改悪、これらの変化によ

り海外での自衛隊はより危険な任務を背負わされ

ます。もはや「９条が自衛隊員の命を守っている」

とは言えなくなります。しかも１２月１０日を持

って「秘密保護法」が施行されました。集団的自

衛権行使容認と秘密保護法は「戦争をする国」に

とって両輪であると強くアピールしていく必要が

あります。 

  不戦ネットにとって、約１０年間のピースアク

ションの経験は今も財産であり、教訓は山ほどあ

ります。これからの事態に対して、この１０年間

共に活動をしてきた人々とさらに協力し合い、よ

その国のために海外でドンパチ（戦争）など絶対

にさせない国づくりを目指しましょう。 

  そのために、不戦ネットでは学習会を積み重ね

てきました。また、戦争をさせない 1000人委員

会や秘密保全法に反対する愛知の会の活動に積極

的に関わるとともに、不戦ネットの運動の強化を

目指していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

『不戦へのネットワーク』 結成２０年に寄せて 

  

アンヨンハシムニカ 

みなさんのこの２０年間の奮闘に心より敬意を表

します。 

皆さんと私たちの間はいついかなる時も「連帯」

の二文字があったと思います。 

７０年代から具体化した『韓国反独裁民主化闘争』

への支援は、政府レベルの経済的癒着にとどまらず

政治・軍事的癒着への認識を深化させたことで、私

たちの運動のレベルは『連帯』へと昇華したと思い

ます。そしてそれは同時に日本と韓国の両民衆に当

事者として闘いを求めたもの、それが日韓連帯運動

ではなかったでしょうか。 

８０年５月に起きた光州民衆抗争こそは日米韓の

三国の関係を如実に表すものとなりました。当事者

としての受け止めがなされた後、私たちは双方が主

体としての主体的な運動を続けることが求められた

ものでした。 

私たち韓統連は我が半島の解放の命題を『自主・

民主・統一』という理念に集約し、民衆が主導する

統一運動の時代が幕を開けのために我が身を賭して

北部祖国に訪れました。 

そして２０００年に南北政府レベルの統一時代の

幕開けとなる「６・１５南北共同宣言」を勝ち取り

ました。そして２００２年には日朝間で「日朝平壌

宣言」が結ばれるまでに至ったのです。朝鮮半島の

統一が両国の民衆にとって共通の目標となり、私た

ち民衆が共に切り開いた地平です。 

振り返ってみれば素晴らしいものではありません

か。反動の兆しが顕著になる日本社会の中でこれか

らは、私たちは言葉だけで表された宣言を具体的に

一つ一つ実現していく、『果実を摘み取る時代』を

築いていくことになります。それはきっと素晴らし

い時代でしょう。 

私たち韓統連は皆さんを同伴者として今の時代を

共に歩んでこられたこと心より誇りに思います。 

今後も共に頑張りましょう。 


